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比率の最も多い団塊の世代が 75 歳以上となり、後期高齢者が倍増する 2025 年問題、さ
らに 80 歳以上になる 2030 年は、社会はどのような状況になっているのか、何が起きる
かを予測する内閣府の調査 3）は深刻な数字を示している。平均寿命では女性 87.3 歳，男
性 81.2 歳であり差は 6 歳，近年注目される健康寿命は女性 74.79 歳男性 72.14 歳，差は
2 歳となる．健康寿命は男女差があまりない。これは，女性は長寿であるが故にフレイル
（要介護，要治療以前又はその中間）状態である方が多いということになる。統計分析で
筆者が注目したのは、女性高齢者の独居率の高さである。2025 年国民の 3 分の 1 が 65
歳以上となるが、女性は 75 歳以上で配偶者をなくす確率が高まり、一人ぐらしは 470 万
人、男性の 2 倍である。判断力が失われるアルツハイマー型認知症において女性は男性
の 2～3 倍である。高齢化が進む 75 歳まではほぼ同数であるが、75 歳を過ぎると女性患






協会の調査によると，同協会加盟店で午前 10 時から午後 4 時の来店者の８7％が，女性高
齢者であった５）。定期的に来店しゲームに打ち込む高齢女性たちの熱気と心身ともに健康
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・都内、近県在住の 78～97 歳の高齢女性６人（マージャンを始めて5 年以内）




  女性たちは、老後の余暇をどのように過ごしているのかと、2015 年初期調査を開
始した。都内近県において 65 歳以上の女性が集う趣味・ボランティア・地域コミュ
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ニティーグループの中でアンケートを取った結果、健康マージャン参加者（6 か所）














  ＊分析対象者：本研究において分析対象者の 6人の女性達高齢者は 78～97 歳である




















     
秋草学園短期大学 紀要 36 号（2019）
１－４ 分析方法
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東 京 の 人 に 憧 れ
た。
東 京 に 集
団就職。
給 料 は す
べ て 実 家
へ 仕 送 り
し な け れ
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慢の時代
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２－３ 自己像とマージャンイメージ像    表３
自己像・マージャン  サブカテゴリー          概念                    定義
カテゴリー
                         
・戦中の自我の芽生えと耐乏生活 ・国も自分の将来もわからなくて不安だった
混乱の自己像   ・アイデンティティー模索    ・学校や社会の不条理    ・軍事教練の先生が物資を盗み闇市で売っていた
           と自己像の混乱       ・理想と現実の挟間       ・軍国校長が一変，民主主義を教える学校に不信感
                             
        ・家父長の支配下と抑圧    ・女は親の支配下と暴力支配   ・戦争でも勉強したい，パーマかけて好きな事したい
                                       ・女だから仕方ない，手に職つけないと生きられない                     
ダーク・不健全な
マージャン像   ・母からの継承された     ・戦後闇市で男の愉しみ      ・家計が苦しいのに、と母が愚痴る
          イメージ          ・夫婦喧嘩の原因        ・親の喧嘩の種だから嫌い
    
・とりあえずの結婚      ・理想の結婚を追求と現実     ・安定した男の職があれば結婚しろと見合い強要
・強要の結婚         ・女の幸せと主婦論争      ・婦人雑誌から女性解放や民主主義を知る
結婚願望の自己像 ・ロールモデルの追求と現実                   ・
                        ・子育ての喜びと社会拘束の強化  ・婦人雑誌の良い主婦，良い家庭に憧れる
                        ・愛情という名の縛りに諦めと反発 ・口うるさい近所付き合いと世間の目が怖い             
         ・諦めの結婚生活 独身の選択 ・一人で生きるための「手に職」  ・義母から「生まず女」といわれた
男性支配
の象徴マージャン像   ・戦後マージャンブーム   ・夫の家計支配                                 ・俺の稼ぎの中での趣味だ
         ・世代間支配        ・子育て終了後パート，介護準備    ・子供の進学後パート労働者になるが
                        ・介護も家内労働
                                         ・介護を強要。ゴルフ・マージャンの夫に怒り
        ・社会的役割の喪失      ・死と認知症の恐怖        ・義父母の介護は嫁と決めている親戚に腹が立つ
危機的自己像                                   ・介護強要の疑問と反発     
                                                     ・介護もまともにできないのかといわれ失望
・介護の強要         ・夫婦の亀裂・離婚                       ・                                     
               夫のモラハラ          
・認知症の舅の世話に嫌気がさす        
                                    ・精神的，肉体的に疲労が蓄積
無関心・諦めを装う・喧嘩を回避する無関心    ・諦めと嫌悪と羨望         ・余暇のある夫の趣味に羨望
マージャン像   ・社会悪                       
               ・これからどうしようか不安で引きこもる
               ・父母の死・夫の死の看取り    ・残された虚無感とホッとした安堵感が共存
        ・対象喪失の孤独・疲労    ・疲労と絶望からうつ状態や MCI     ・何もかも面倒になる，孤独で寂しい
崩壊と      ・やり場のない怒りと諦め   
アンビバレンス        
な自己像                                      ・思い出すと体が熱くなるほど怒りがある
        ・安堵感と解放感      ・諦めの後の思いがけない安堵と   ・自分の好きな料理だけ作れる         
解放（予想外の快楽）
                 ・49 日法要が済んで嬉しくなった自分に気づいた
覆される
マージャン像   ・健康マージャンの登場   ・嫌悪感の反動と認知症克服に興味    ・病院通いの中で知った健康マージャン教室の活気
                                  ・ 地 域 ， 友 人 の 誘 い ・ 憎 し み は 羨 み だ っ た
と                                        ・男の世界を覗き楽しんだ．男になった気分
                  ・夫の死と介護の終了          ・年長の男が結局利益を得る仕組みだ．
    ・家父長終了        ・家庭内拘束力終了を自覚        ・残された借金や遺産に自分の無知を知った
転換から再生   ・性差別の終了      ・性・年齢を問われない自由         ・女、妻でいなくていい自由と爽快感
の自己像                                        ・自分のために使う、貯めるのが嬉しい。
         ・解放と健康の自己責任   ・自己健康管理実施
                                           ・人に尽くすのはもうたくさん（笑い）
生きがい                                       ・気持ちが高まり、なんでも挑戦したい
マージャン像   ・快楽原則         ・ワクワク・ドキドキ・ハラハラ感    ・集中力・作業力が高まりＭＩＣを回復。
                        高揚感・期待・緊張と達成感     ・マージャン店に行くのが待ちどうしい。
         ・自信と自己効力感     ・社交性と社会認識の高まり       ・うつ状態から回復、社交的で仲間ができた
       ・言葉が早口、よくしゃべるようになった。
                       ・生活の張りとポジティブ感       ・おしゃれになった、出かけるのが楽しい。
                                           ・友人、地域の仲間とマージャンが楽しみ
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を見るカテゴリーは 5 つ取り出した．戦後の 1『混乱の自己像』２「結婚願望の自己
像」３『危機的自己像』４『崩壊とアンビバレンスな自己像』５『転換と再生の自己


























     





































     




















４、友達が増え,メール、電話（独居者でも 1 日 1 回スマホ、パソコンを使う）で人と
のつながりと地域交流、新しいことへの挑戦力の強化が確認できる。
４－２ 認知症の世界的取り組みと女性の認知症の課題
  2014 年，厚生労働省と東京都の後援で「認知症国家戦略に関する国際シンポジウム」
が代田区九段で開かれた．イギリスをはじめとする先進 7 か国の認知症政策責任者ら
が日本の関係者とともに国家ビジョンを示し，その中で WHO は認知症にかかる人は
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